
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
誕
生

５
月
３
０
日
及
び
６
月
２
０
日
の
総
帆
展
帆

を
も
っ
て
、
新
た
に
１
３
名
の
展
帆
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
誕
生
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

押
井

清
治

（
大
沢
野
町
）

稲
生

清

（
大
沢
野
町
）

渡
辺

博
英

（
高
岡
市
）

森
田

幸
生

（
砺
波
市
）

細
江

尚
司

（
高
岡
市
）

笠
原

信
一

（
富
山
市
）

由
田

修
司

（
高
岡
市
）

向

信
之

（
新
湊
市
）

堀

宏
美

（
婦
中
町
）

石
崎

宗
冶

（
魚
津
市
）

石
崎

和
子

（
魚
津
市
）

岩
崎

さ
お
り

（
滑
川
市
）

ガ
ー
ス
・
ヌ
ー
ン
（
新
湊
市
）

島

佳
子

（
上
市
町
）

新
鮮
な
息
吹
が
各
マ
ス
ト
に
入
り
込
み
ま
し

た
。
国
際
色
豊
か
な
雰
囲
気
と
な
り
、
先
輩
方
、

ど
う
か
温
か
い
目
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

SPLICING
THEMAIN-BRACE

Shipcalled"she"

「
彼
女
」
と
呼
ば
れ
る
船

海
事
関
係
の
英
語
の
文
献
で
は
、
文
脈
に
関

係
な
く
、
い
き
な
り

"her"

（
彼
女
を
）
と
い

う
言
葉
が
出
て
く
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば

Ease
her

速
力
を
ゆ
る
め
よ
！

K
eep

heraw
ay

よ
け
て
行
け
！

Stop
her

停
止
！

な
ん
て
具
合
で
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
船
を

女
性
に
見
立
て
て
の
話
で
す
。
英
語
の
他
、
た

し
か
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
で
も
、
同
様
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

合
衆
国
海
軍
元
帥
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ニ
ミ
ッ
ツ

が
、
あ
る
海
軍
後
援
会
の
席
上
で
次
の
よ
う
に

言
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
紅
、
白
粉
に
た
く
さ
ん
カ
ネ
を
か
け
て
、
い

つ
も
飾
り
立
て
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
点
で
、

船
と
婦
人
と
は
共
通
し
て
い
る
」

う
ー
ん
、
海
王
丸
の
船
体
や
マ
ス
ト
等
の
塗

装
に
は
確
か
に
大
量
の
塗
料
が
必
要
で
す
ね
え
。

も
う
一
つ
、「
海
軍
の
慣
習
、
伝
統
と
言
い

回
し
」
と
い
う
本
の
中
に
あ
る
説
明
で
は

船
が
「
彼
女
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
と
し
て
次

の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
．
い
つ
も
そ
の
周
囲
に
は
、
て
ん
や
わ
ん
や

の
大
騒
ぎ
が
演
じ
ら
れ
る
。

二
．
そ
の
周
囲
に
一
団
の
男
衆
が
つ
き
ま
と
っ

て
い
る
の
が
常
で
あ
る
。

三
．w

aist

（
ウ
ェ
ス
ト

腰

中
部
甲
板
）
と

Stay

（
ス
テ
イ

頼
り
に
す
る
男

支
柱

索
）
と
を
持
っ
て
い
る
。

四
．
見
栄
え
を
よ
く
す
る
た
め
に
多
量
の
ペ
ン

キ
（
紅
、
白
粉
）
の
投
入
が
必
要
で
あ
る
。

五
．
諸
君
を
破
局
に
導
く
の
は
、
そ
の
入
手
費

で
は
な
く
、
維
持
費
で
あ
る
。

六
．
満
身
飾
り
立
て
ら
れ
る
。

七
．
正
し
く
扱
う
に
は
、
当
を
得
た
男
子
が
必

要
で
あ
る
。

八
．
上
半
身
は
あ
ら
わ
に
出
し
下
半
身
は
隠
し

て
い
る
。
そ
し
て
入
港
（
帰
宅
）
す
る
と
、

い
つ
も
浮
標
（
寝
床
。boys

と
の
洒
落
も

あ
る
）
に
突
進
す
る
。

こ
れ
は
小
生
が
考
え
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
間
違
い
な
い
よ
う
に
！
！
！

あ
く
ま
で
、
英
語
の
文
献
に
あ
る
も
の
で
、
こ

れ
を
お
読
み
に
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
女
性
陣

に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
で
す
よ
ね
。

英
米
の
海
軍
さ
ん
の
お
付
き
合
い
す
る
よ
う

な
ご
婦
人
方
は
、
こ
ん
な
方
ば
っ
か
り
だ
っ
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。

日
本
で
は
、
船
を
女
性
と
見
立
て
る
こ
と
は

あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
が
、
女
性
を
船
に
た
と
え

る
話
は
よ
く
あ
る
よ
う
で
す
。
最
近
は
女
性
の

船
員
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
ず
っ
と
男
だ
け

の
世
界
で
し
た
し
、
毎
日
の
よ
う
に
自
分
た
ち

の
手
で
手
入
れ
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
と

も
と
は
、
純
粋
に
あ
こ
が
れ
に
似
た
思
い
か
ら

ら
船
を
女
性
に
見
立
て
た
と
い
う
の
が
小
生
の

説
で
す
。
（
こ
れ
で
少
し
は
ご
婦
人
方
の
追
求

を
逃
れ
ら
れ
る
か
な
？
）

と
に
か
く
、
海
王
丸
の
そ
の
優
雅
な
姿
を
見

れ
ば
、
男
性
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
ど
こ
に
も

浮
か
ば
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
「
海
の
男
爵
」
な

ん
て
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
は
や
っ
ぱ
り
似
合

い
ま
せ
ん
ね
。
男
爵
は
や
っ
ぱ
り
「
芋
」
に
限

る
。

Ｉ
Ｍ
Ｏ

ウ
ェ
ル
デ
ッ
キ
の
甲
羅
干
し

梅
雨
の
候

凹
甲
板
で
日
光
浴
を
し
よ
う
と

思
っ
た
ら
外
は
雨
。
（
そ
う
だ
、
今
は
梅
雨
だ

っ
た
。）
こ
の
季
節
は
夏
の
白
い
正
服
、
特
に

ズ
ボ
ン
の
裾
が
す
ぐ
に
汚
れ
、
若
い
時
分
、
５

㎝
程
早
ま
っ
て
裾
上
げ
し
た
と
こ
ろ
非
常
に
滑

稽
な
姿
に
な
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

今
回
は
「
泥
は
ね
」
を
テ
ー
マ
に
、
ほ
ん
の
少

し
調
べ
て
み
た
。

あ
る
雨
の
日
、
街
で
約
１
時
間
程
女
性
の
足

下
を
感
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
見
て
い
た
と
こ
ろ
、

次
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・

泥
は
ね
し
て
汚
れ
る
の
は
、
そ
の
人
の

決
ま
っ
た
場
所
で
あ
る
。

・

右
足
が
左
足
を
、
ま
た
そ
の
逆
を
汚
し

て
い
る
。

・

ほ
と
ん
ど
の
人
が
膝
が
曲
が
っ
た
ま
ま

歩
い
て
い
る
。

一
人
で
見
て
楽
し
ん
だ
だ
け
で
は
変
に
思
わ

れ
る
の
で
、
次
の
雨
の
日
、
海
王
丸
と
事
務
所

と
を
行
き
来
す
る
際
に
、
泥
水
を
は
ね
上
げ
な

い
よ
う
何
度
か
練
習
を
し
、
つ
い
に
次
の
極
意

を
身
に
つ
け
た
。

・

へ
そ
を
縦
に
伸
ば
す
感
じ
で
姿
勢
を
よ

く
す
る
。

・

か
か
と
か
ら
地
面
に
つ
き
、
つ
ま
先
を

真
っ
直
ぐ
後
ろ
に
向
け
地
面
を
蹴
る
。

一
般
に
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
は
歩
き

方
を
よ
く
す
る
に
は
い
い
ら
し
い
。
ま
た
、
左

右
で
股
関
節
の
角
度
が
違
う
の
も
原
因
と
な
る

ら
し
く
、
普
段
何
気
な
く
や
り
や
す
い
方
に
足

を
組
ん
だ
り
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
を
掛
け
た
り

し
て
い
る
の
を
、
反
対
向
き
に
し
て
み
る
の
も

い
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ど
う
か
御
参
考
ま
で
に
。

海
の
日

７
月
２
０
日
の
祝
日
「
海
の
日
」
は
、
海
の

恩
恵
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
海
洋
国
日
本
の

繁
栄
を
願
う
日
で
あ
る
。

１
８
８
７
（
明
治
１
０
）
年
７
月
２
０
日
、

明
治
天
皇
が
東
北
、
北
海
道
視
察
後
、
明
治
丸

で
横
浜
に
帰
着
さ
れ
、
こ
の
日
を
記
念
し
て
、

１
９
４
１
（
昭
和
１
６
）
年
か
ら
「
海
の
記
念

日
」
と
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
明
治
３
８
年
、
日
本
海
軍
が

ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
破
っ
た
日
、
５

月
２
７
日
が
「
海
の
記
念
日
」
で
あ
っ
た
。

昭
和
１
６
年
以
来
の
海
の
記
念
日
を
「
海
の

日
」
に
制
定
し
よ
う
と
す
る
運
動
は
過
去
３
回

行
わ
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
昭

和
３
４
年
の
運
動
で
は
、「
体
育
の
日
」
、「
敬

老
の
日
」
及
び
「
建
国
記
念
の
日
」
の
み
の
制

定
に
と
ど
ま
り
、
昭
和
４
６
年
の
運
動
で
は
、

「
海
の
旬
間
」
が
定
め
ら
れ
、
平
成
３
年
の
運

動
に
お
い
て
、
平
成
８
年
か
ら
「
海
の
日
」
を

迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ＫＡＩＷＯ ＭＡＲＵ

舵輪



お
知
ら
せ

①

紺
青
賞
表
彰
式
に
つ
い
て

７
月
２
０
日
（
祝
）
１
１
時
３
０
分
か
ら
シ

ェ
ル
・
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

今
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

岡
崎

真
理

（
富
山
市
）

金
森

進

（
新
湊
市
）

水
野

洋
子

（
富
山
市
）

高
田

正
二

（
大
門
町
）

水
口

勝
務

（
七
尾
市
）

尾
崎

孝

（
鶴
来
町
）

田
口

松
男

（
富
山
市
）

佐
藤

伸
夫

（
富
山
市
）以

上

８
名

②

海
王
丸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て

７
月
２
０
日
（
祝
）
、
海
王
丸
パ
ー
ク
に
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
主
な
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
篠
塚
船
長
に
よ
る
開
催
宣
言
等
）

◆
船
上

◇
総
帆
展
帆

◇
乗
船
記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト

◇
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
（
親
子
先
着
３
０
名
）

◇
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
日
没
～
２
１
時
）

◇
汽
笛
吹
鳴
（
正
午
）

◆
海
上

◇
巡
視
艇
１
日
船
長
、
１
日
保
安
官
任
命

◇
巡
視
艇
体
験
航
海

◇
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
海
上
展
示
訓
練

◇
ヨ
ッ
ト
体
験
帆
走

◇
各
種
ボ
ー
ト
体
験
乗
船

◇
消
防
艇
船
内
公
開

◇
帆
船
海
王
丸
１
周
ク
ル
ー
ズ

◇
帆
船
海
王
丸
、
海
上
見
学
航
走

◇
海
上
打
ち
上
げ
花
火

◇
カ
ッ
タ
ー
模
範
漕
法

◆
陸
上

◇
展
帆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰

◇
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

◇
吹
奏
楽
演
奏

◇
Ｔ
Ｖ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

◇
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
演
奏

◇
「
海
の
日
」
○
×
ク
イ
ズ

◇
大
道
芸

③

夜
間
公
開
に
つ
い
て

７
月
２
０
日
（
祝
）
か
ら
８
月
３
１
日
（
火
）

ま
で
の
間
、
公
開
時
間
を
１
８
時
ま
で
延
長
し

ま
す
が
、
８
月
１
５
日
（
日
）
ま
で
の
間
は
最

上
甲
板
に
限
り
、
２
１
時
ま
で
公
開
し
ま
す
。

ま
た
、
同
期
間
中
は
連
日
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
の
上
、
御

来
船
下
さ
い
。

④

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

あ
な
た
の
撮
っ
た
作
品
が
、
２
０
０
０
年
海

王
丸
カ
レ
ン
ダ
ー
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

左
記
の
要
領
に
て
奮
っ
て
御
応
募
下
さ
い
。

◆
作
品

海
王
丸
パ
ー
ク
及
び
帆
船
海
王
丸

を
撮
影
し
た
写
真

◆
寸
法

四
切
り
以
上
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

（
横
位
置
を
原
則
））

◆
締
切

平
成
１
１
年
８
月
３
１
日
（
火
）

当
日
消
印
有
効

◆
宛
先

（
財
）
帆
船
海
王
丸
記
念
財
団

ま
た
は

富
山
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
店

◆
審
査

主
催
者
側

日
時

平
成
１
１
年
９
月
１
４
日

場
所

日
本
海
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
結
果

平
成
１
１
年
９
月
下
旬

北
日
本
新
聞
紙
上
で
発
表

◆
応
募
上
の
注
意

・

１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、

賞
は
１
人
１
賞
と
し
ま
す
。

・

応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・

入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側
に

属
し
ま
す
。

・

入
賞
作
品
は
、
ポ
ジ
又
は
ネ
ガ
を

提
出
し
て
頂
き
ま
す
。

⑤

キ
グ
レ
ニ
ュ
ー
サ
ー
カ
ス
に
つ
い
て

ス
リ
ル
！
興
奮
！
感
動
！
日
本
最
大
の
サ
ー

カ
ス
が
富
山
に
や
っ
て
き
ま
す
。

◆
日
程

自

平
成
１
１
年
７
月
４
日

至

同

年

８
月
２
２
日

休
演
日

毎
週
金
曜
日
及
び
７
月

２
９
日

◆
場
所

海
王
丸
パ
ー
ク
特
設
会
場

◆
そ
の
他

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
絶
賛
発
売
中

◆
問
い
合
わ
せ

北
日
本
新
聞
社
事
業
部

ま
た
は

キ
グ
レ
サ
ー
カ
ス
富
山
公
演
事

務
局

⑥

日
本
海
学
講
座
『
海
の
生
物
教
室
』

◆
日
時

平
成
１
１
年
７
月
１
０
日
（
土
）

１
３
時
３
０
分
～
１
５
時

◆
場
所

日
本
海
交
流
セ
ン
タ
ー

（
海
王
丸
パ
ー
ク
内
）

◆
対
象

親
子
４
０
名
（
大
人
の
み
可
）

◆
費
用

無
料

⑦

新
刊
斡
旋

『
９
０
日
間
世
界
一
周
』

客
船
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
航
海
記

土
井
全
二
郎

著
（
朝
日
新
聞
元
編

集
員
・
海
事
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

海
か
ら
眺
め
る
地
球
紀
行
、
本
物
の
「
旅
」

を
伝
え
ま
す
。

展
帆
デ
ー
タ

◆
月
日
◇
気
象
◇
参
加
者
◇
状
態
◇
行
事
等

◆
５
月
３
０
日
（
日
）
◇
北
北
東
、
３
～
９

ｍ
、
晴
れ
◇
７
７
名
◇
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
タ

ッ
ク
ス
ク
エ
ア
ー
ヤ
ー
ズ
、
総
帆
◇
海
洋

講
座
「
七
つ
の
海
か
ら
の
報
告
」

◆
６
月
２
０
日
（
日
）
◇
北
東
、
３
ｍ
、
本

曇
一
時
雨
◇
７
０
名
◇
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
タ

ッ
ク
ス
ク
エ
ア
ー
ヤ
ー
ズ
、
総
帆
◇
海
洋

講
座
「
ナ
ホ
ト
カ
号
油
流
出
事
故
と
そ
の

後
」

練
習
船
寄
港

来
る
７
月
１
７
日
（
土
）
１
３
時
、
伏
木
港

伏
木
万
葉
埠
頭
に
運
輸
省
航
海
訓
練
所
練
習
帆

船
日
本
丸
が
入
港
し
ま
す
。
同
船
は
、
訓
練
航

海
の
途
次
、
同
港
開
港
１
０
０
周
年
記
念
行
事

に
参
加
し
ま
す
。

◆
７
月
１
８
日
（
日
）
総
帆
展
帆

◆
同
月
２
０
日
（
祝
）
一
般
公
開

◆
同
月
１
７
日
（
土
）
～
２
０
日
（
祝
）

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

同
船
に
は
、
当
財
団
で
活
躍
さ
れ
た
次
の
方

々
が
乗
船
さ
れ
て
い
ま
す
。

奥
津

操
舵
手

池
田

甲
板
員

松
原

甲
板
員

大
西

甲
板
員

係
か
ら

次
の
総
帆
展
帆
は
７
月
２
０
日
（
祝
）
で
す
。

当
日
は
、
駐
車
場
や
パ
ー
ク
付
近
の
道
路
が

混
雑
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
展
帆
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
用
に
パ
ー
ク
駐
車
場
の
確
保
を
試
み
た
の

で
す
が
、
サ
ー
カ
ス
等
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
り
、

利
用
者
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
避
け
ら
れ
な
い
と

い
う
判
断
か
ら
、
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
御
多

忙
の
中
、
い
つ
も
よ
り
早
め
に
出
発
し
て
頂
く

こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
に
お
集

ま
り
い
た
だ
か
な
い
こ
と
に
は
展
帆
作
業
が
な

り
た
ち
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
同
日
は
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
の
都
合

上
、
更
衣
室
と
し
て
男
性
は
第
１
・
２
研
修
室
、

女
性
は
海
王
丸
訓
練
生
居
室
を
使
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
更
に
は
、
海
洋
講
座
へ
の
一
般
参
加

者
を
促
進
す
る
た
め
、
今
後
、
海
洋
講
座
開
催

日
に
は
男
性
は
第
２
研
修
室
で
、
２
人
で
１
つ

の
ロ
ッ
カ
ー
を
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

あ
と
が
き

前
回
の
展
帆
で
は
、（
財
）
帆
船
日
本
丸
記

念
財
団
か
ら
村
田
次
一
航
士
（
指
導
係
長
）
が

参
加
さ
れ
、
情
報
交
換
等
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
展
帆
作
業
は
、
人
数
が
多
す
ぎ
て
も
少

な
す
ぎ
て
も
や
り
づ
ら
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
位
の
目
的
が
純
粋
に
「
総
帆

展
帆
」
で
あ
れ
ば
、
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
こ

と
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
益
々
暑
く
な

り
ま
す
。
冷
た
い
ビ
ー
ル
を
浴
び
る
よ
う
に
飲

ま
れ
る
こ
と
な
く
、
お
体
に
は
呉
々
も
御
自
愛

さ
れ
、
次
回
の
展
帆
日
に
会
え
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

ＫＡＩＷＯ ＭＡＲＵ

舵輪


